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                                      Abstract

       The present study  was  to evaluated  the effects  of habitual physical exercise  on  the

   aortic  pulse wave  velocity  index (PWVI : PXNiV adjusted  for diastolic blood pressure)  , in

   relation  to the beginning age  and  duration of  training.  The  study  groups  consisted  of  41

   male  runners  (Presently Active) aged  30-66 years who  hadi been invelved  in intense train-

   ing fer over  2 years  (9.8± 4.8, mean ± SD)  
,
 and  93 healthy inactive males  (Presently

   Inactive) aged  30-69 years  who  had not  engaged  in regular  exercise  during the recent  10

   years, The  Presently Active and  
'Presently

 Inactive groups  were  each  divided into 2 sub-

   groups  depending on  whether  they  participated in the vigorous  sports  activities  as youths

   (10 to 25 years of age)  .The Presently  Active greup  included 12 subjects  who  were  active

   as  )/ouths and  29 subiects  who  were  inaetive as  youth$. The  Presently Inactive group  eon-

   tained 16 subjects  who  were  active  as  youths  and  77 who  were  inactive as  youths,

       The Presently Active group  showed  a  sloz･ver  PWVI,  i, e, higher extensibility  of the

   aorta,  as  compared  to those parameters  in the Presentl>/ Inactive group,  regardles$  of

   vigorous  sports  participation as  youths. There was  no  significant  defferenee in the  PWVI

   value  between the presently  inactive subgroups  with  and  without  vigorous  sports  partieipa-

   tion in vouth.

       It is suggested  that vigorous  physical exercise  for several  "'ears may  provide  indi-

   viduals  with  an  extensible  aorta  independent of  age  at  the beg{nning of trainning, but the

   effect  of  physical exercise  eannot  be perpetuated  over  the  long-term, without  continuing

   physical exercise.

   Key  words  : aortic  pulse wave  velocity  (PWV) , physical exercise,  beginning age  of train-

               ing, eontinuance  period  of  training,
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1．緒　言

　動脈 中膜の変性に 某 つ く大動脈 中膜硬化病変は，

加齢とともに進彳J
．
し，収縮期高 r虹圧 の 発生原因 に な

り得 る
16）

c ラ ッ トに お け る 研究
s 〕
− lm4 嘔 1

で は，継

続的運動習慣 が，大動脈 中膜 の エ ラ ス チ ン へ の カ ル

シ ウ ム 沈着 を抑 制 し，動脈壁 の 柔軟性 を保持す る 効

果を持つ こ と が 明 ら か に な っ て い る 。

一一一
方，大動脈

脈波速度 は，大動脈中膜 の 弾性線維 の 変 性 や カ ル シ

ウ ム 沈着に 某 つ くエ ラ ス チ ン の 減少 とともに速 くな

り
IS）），加齢 とと もに速 くな る こ と

19）

も知 られ て い

る 。 占村
20 ）

の 報告で は
， 市民 マ ラ ソ ン に 参加 した

中高年 の 大動脈脈波速度が，同年代の
一

般人 と比較

して 遅 い 値 を 示 した と さ れ て い る。したが っ て ，ヒ

トに お い て も継続的運動習慣に は T 大動脈中膜硬化

病変 の 進行を 遅 延 ，な い し予 防す る 効果 が あ る と予

測 される、t 我 々 の 20歳前後 か ら60歳代 の 健常男性を

対 象 に した最近 の 研究
lZI131

に お い て も，数年 間以

上 に わ たる強度 の 高 い 走行 トレ
ー

ニ ン グ を継続して

い る人達 の 大動脈脈波速度は，日常的に非活動的な

人 達 と比 較 して 有意 に遅 か っ た 。

　前述 した我 々 の 報告で は，40歳以 上 の 中高年者 に

お け る 活動群 と非活動群 をそれぞれ20歳 前後まで の

強度 の 高 い 運動 習慣の有無に よ っ て 分 けて 検 副 し

た 。 そ の 結果，中高年期 に な っ て 始 め た強度 の 高 い

運動 習慣 を持 つ 人 々 に は 運動の 効果 が 認 め ら れ た

が，若い 時期に強度の 高い 運動習慣 を持 っ て い た人

で も運動 を中断すれ ば効果が消失する 口∫能性 も示唆

された
12 ）コ3）

。 だ が ，活動群 と 非 活動群 をさ らに 分

割 した 結果 と して 確定的な結論を得る た め に は，群

によ っ て対象数が 極端に少な く，統計学的検 討が不

卜分 と思 わ れ た。

　そ こ で 本研究で は，そ の 目的 を，運動習慣 の 開始

時期 ・継続期 間 と運動効果 の 関係 に つ い て ，そ れ ら

の 報告に よ り対象例を増加 して結論を得 る こ ととし

た 。 そ の た め ，前述報告 の 対象者 に 新 たな対 象者42

名 を 加 えた 約 50％増上 で ，活動群お よ び 非活動群 を

そ れ ぞ れ 現在お よ び若年期の 強度 の 高い 運動 習慣 の

有無に よ っ て 分類 し，大動脈脈波速度 を比 較 し た 。

皿．実験方法

　 A ．対 　象

　対象者は 30歳一69歳 の 健常男性 と した。市民 マ ラ

ソ ン な ど に 参加す る た め 強度の 高 い 走行 ト レ ーニ ン

グ を 2 〜21年 〔9．8± 4．8年 ：Mean ± SD ）継続 して

い る 41名 を現活動群 （Presently　Active）と し た ，、

ま た，明 ら かな疾患 と 高 rfin、圧，高脂血症，耐糖能 異

常 を持 たない 人 間 ド ッ ク （1 泊 2 口 〕受診 者 123名

の うち，身体活動状 況 の 調査結果 よ り算出 され た 週

当た りの 身体活動量 が 150Dkca 床 満 で ，最近 の 10年

間以 ヒは 規則的 な運動 を行な っ て い ない 93名を選 び

出 して 現 非活動群 （Presentty　Inactive） と した。

　 B ．身体活動状況 の 調査法

　全 て の 被験者 に は ，質問 表を用 い て 最 近 1年間 に

お け る 1 週間当 た りの 平均的な身体活動状 況 を調査

し，そ れ に 基 づ い て 身体活動量 を消 費エ ネ ル ギ ーと

して 算 出 した 、，消 費 エ ネ ル ギ
ー

の 算 出 は，Sallis

ら
正η

に したが っ て 身体 活動 を運動強 度 に 分け，軽

度 の 運 動 1．0− 2．9Mets （平均 1．5〕， 中等度 の 連動

を3．D− 5．0（4．0），比較的強 い 運動 を5．1− 6．9（6．0），

非常 に 強 い 運 動 を7 ．O以 ヒ （10．0）と して 行 な っ た 。

また，現在 の もの を含め て 小学校 から こ れ まで に継

続 的 に行な っ た 運 動種 目，継続期間 ， 強度 を調 査 し
，

合わせ て 仕事 の 強度 および職歴 も記人させ た。なお，

農業や 土木作業等 の 肉体労働 に従事す る 人 は，日常

の 身体活動が仕事 に困ると こ ろ が大 きい の で ，こ の

調査 に 基 づ い て対象か ら 除外 し た 。

C ．大動脈 脈波速度の 測定法

　大動脈脈波速度 の 測定 は
， 長谷川

4・］
らの 方法 に準

じた 。 測定に は，大動脈脈波速度計 （フ ク ダ 電子社

製PWv − 200 ） を 用 い ，安 静仰 臥位 に て 軽 度 の 呼

気停止下 に 記録を行な っ た 。 本測定器で得 られ る脈

波速度は，心電図，心音図，頸動脈波，股動脈 波 の

同時記録か ら求まる 大動脈 弁口 部か ら股動脈まで の

脈波伝播時間 （T ）と，あら か じ め 計 測 し人力 した

第 2 肋 間胸骨 右縁 と股動脈波記録部位 まで の 距離

（AF ）か ら自動的に算出さ れ る 。 心 肯図 は 胸骨左

縁 第 2 肋 間に 心音 マ イ ク ロ フ ォ ン （フ ク ダ 電子 社製

MA − 240）を置 き，頸動脈波は左頸動脈に 頸動脈

波 トラ ン ス デ ．z　一サ
ー （フ ク ダ 電子社 製 TY − 307 ）

を軽 く圧 着 し て ，股動脈波 は 左股動脈の 拍動部 に ア

モ ル フ ァ ス 脈波 トラ ン ス デ ュ
ー
サ

ー （フ ク ダ電子社

製 TY − 50ユA ）を付着 させ て 記録 し た，， 大動脈弁冂

部か ら股動脈 まで の脈波伝播時間 （T 丿 は，頸動脈

波 と股動 脈波 の 急 峻な 、フ1ち ヒが り時間差 （の と心

音の 第 2 肖
’一
の 開始か ら頸動脈波切痕 まで の時間差

（tc）か らT 兀 （t＋ tc）と して ，ま た ，伝播距離 は

．．．− 152
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近似値 に 1．3 × AF と して 求め ら れ，大動脈 脈波速

度 （PWV ）は，以下 の式に よ っ て算出さ れ る 。

　 PWv （m ／sec ）＝＝1．3× AF ／T

　記録は，連続 した 5 心拍の うち 3心拍分の安定 し

た脈波波形 と近似 した脈波速度が得 られ る まで 繰 り

返 し，そ の 3 心拍 の 平均値 を測定値と した ，、 4心拍

分 以 上 の値が近似 した場合 は，最 大値 と最小値 を除

く3 心拍 の 平均値 を求め た 。

　大動脈脈波速度 の 測定 の 直前 に，血圧 測定 を上腕

で 聴診法 に よ り行 な っ た ，大 動脈脈波速 度 は 最 小 血

圧 に影響さ れ る の で，最小 rm圧 80mmHg に基準化 し

た大動脈脈波速度指数 （PWVI ） に補 正 す る表が 公

表され て い る
51

。 本研 究 で 用 い た大動脈脈波速度計

は，第 4 点 として 測定 した最小 lin．圧 を入力する と，

自動的 に基準化 して 大動脈脈 波速度指 数 を算 出す

る 。

D ．測定結果の解析

　大動脈脈 波 速度 に 対す る運 動 の 効果 と 開始時期 の

関連性 ， および効果 の 持続性 を検討す る ため に，現

活動群 と現非活動群を若年期 の 運動習慣 の 有 無 に

よ っ て それぞれ分割 した。すなわち，両群 の 対
．
象者

を10歳か ら25歳 （以下 若年期）に お け る 強度の 高い

継続的 な 運動習慣 の 有無 に した が っ て 若年期活動群

（Active　in　Youth），若年期非活動群 （lnactive　in

Youth ） に 分 けて （Table　l ）， 大動脈脈波速度指数

を比較 した。大動脈脈波速度 は 加齢とともに 速 くな

る こ とが知 られ て い る の で ，本研究 に お い て は，年

代別の 比較に加えて，相関分析の結果を用 い て ，各

群 の 大動脈脈波速度指数 の 値 を44，7歳 に 基準化 した

比較 を行 な っ た，， すなわち，現活動群お よ び 現非活

動 群 の そ れ ぞ れ に お い て 年齢 と大 動脈脈波速度指数

との
一

次 回帰直線 を求め て 年齢補正 した 。

　統計学 的検定と して， 2 詳問 の 平均値の 茶に は t

検定 ， 多群 間の 平均値 の 差 の 検定 に は分散分析 を行

な っ た 。
い ずれ も統計学的有意水準を 5 ％以

．
卜
’
と し

た 。

皿 ．結　果

　Table　1 は，現活動群 と現非活動群 を若年期 に お

け る 運動 習慣 の 有無 で ， 4 群問 に 分類 した もの で あ

る n 現活動群 中の若年期非活動群 の 平均年齢が 現非

活動群中 の 若年期非 活動群 の それ より有意 に 高値 を

示 したが，現活動群中の 若年期活動群は現非活動群

中 の若年期活動群 に対 し有意な差 を示 さなか っ た。

さ らに，現活動群 中の 2 群間 お よ び 現非活動群中の

2群問 で も有意 な差 は 認 め られなか っ た 。 また，身

長，体 重 お よ び Body 　Mass 　Index （BMr ）に つ い て

も 4 群問 で有意差は 認 め られなか っ た 。

　 10歳〜25歳 に お け る 愛好会 や 趣 味で 不 定期 に 行 な

うス ポ
ー

ツ を除 い た強度 の 高 い 運動習慣 の 継続年数

は，若年期活動群 ［11の 現活動群 で 7 〜15年 （le．o±

2．6年，Mean ± SD ），現非 活動 群 で 5 − 16年 〔8．0

± 2．8年，Mean ± SD）で あ り，両群 間 に 有意差 は

み られ な か っ た、、一一
方，若年期非 活動 群 の 10歳一25

歳 に お け る 強度 の 高 い 運動継続年 数 の 合計 は，現活

動群 で 0．1± 0．4年 （Mean ± SI）〉，現 非活動 群 で 0，1

±D ．5年 で あ り， 両群問 に 有意差 はみ られなか っ た。

さ らに，現活動群 中に お ける現在の ラ ン ニ ン グ歴 （若

年期以 降における走行 トレ
ー

ニ ン グ）は ， それぞれ

若年期活動群が 8．7± 5．4年，着年期非活動群 が 10．3

± 4 ．5年 で あ り， 両群間 に 有意差 は 認 め ら れ なか っ

Table　1．　 Physi¢ al　characteristics 　of 　subjects

　　　　 Values 　are 　mea 鱈 ±SD
，
　BMI ： Body 　mass 　index ＝Weighti 　Height2 ．　Active 　in

　　　　 Youth ： Act三ve 　during　10−25yr．
，
　Inactive　in　Youth ：Inactive 　during　10−25　yr

　　　　
＊

：Pく 0．05P … ently 　A ・tive ＆ Inacti・・ i・ Y ・ uth ・・。　P ・e・entl ア ln・・ti・ e ＆

　 　 　 　 Imactive 　in　Youth ．

　 Phンsical 　Ac しivity

Presentlv　　　　in　 Youth
N

Age

〔yr ）

Hoight

〔cm ）

WeLght

（kg ）

　 BMI

（kg！sqM ）

Active
、へcti 、 eInactive 29ー

ワ尉
45．3　± 　13．5
49 ．6　± 　10．4 ＊

168．7　＋ 　9、1
168 ．1　十　　7 ．O

60，4　±　7．6
62 ，4　± 　7 ．8

2ユ．3　±　1．7

22．1　± 2、2

Ina，　ctive
ActiveInaclive67ユ

7

44．1　±　6．6
42．9　±　8．t

169．6　⊥ 　5．6
i67．7　±　6，2

65，1　±　7，8
61．7　±　6．8

22．6　± 2．3
22．D　±　　2 ．3

一 153一
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た ，，また．最 近 1 年間 の 平均的な這1動 強度 〔走行速

度） は 7Mets 以 上 〔時速 8km 以 1：）で 行な わ れ て

い た 。

　Figure　1 は t 前述 した 4 群 の 大動脈脈 波速度指数

を年代別 に示 し た もの で あ る。年代 ご と の 各群 の 人

数が
一一

様 で な い が，各群 とも年代が上 がる に つ れ て

大動脈脈波速度指数 も速 くな る傾向に あ っ た 。 また，

現活動群中 の 2群 は，現 非活動群中 の 2 群 と比較 し

て ，各年代と も遅 い 値を示 した 。 現活動詳中 の 若年

期非活動群 は30代 ・− 60代 の 現非活動群 中 の 着年期非

活動群 との 問，お よ び40代 ・50代の 現非活動群 中 の

若年期活動群 と の 問 で 有 意 差 が 認 め ら れ た 。

一
方 ，

40代に おい て 現活動群 中の 若年期活動群 は現非活動

群中 の 若年期非活動群よ り有意に 遅 い 値を示 し，60

代 に お い て は 現活動群中 の 若年期非活動群 よ り有意

に 速 い 値 を示 した、、

　ま た
， 現活動群 お よ び 現非活動群 の そ れ ぞれで 年

齢 と大動脈脈波速度指数 の 相関関係を調べ る と，現

非活動 群 は 有意 な ［E相 関 を 示 した 。しか し，現活動

群 は TF｛相関 を示 し た も の の 有意 で は な か っ た

（FigしLre　2 ）L．

　 さ らに，大動脈脈波速度指数を現活動群お よ び現

非活 動群 の それ ぞれ で 求 め た 一
次 同帰 直線 を用 い

て ，本研究 に お ける対象者の 平均年齢44 ．7歳 に 基準

化 し，各年代 を一
括 した 4 群聞 で 比較 した 。現活動

群中 で の 大動脈脈波速 度指数 に は 谷年期の 運動歴 の

有無に よ る差は 認 め ら れ ず，現 活動群 2 群は ，それ

ぞれ現非 活動 群 2 群 に 比 べ て 有意 に 運 い 値 を示 し

9．0

8．0

冨 …

這

ま
瓷　6．・

5．0

OO24 30 40 50 60 70

Age （yr）

Figure　1．　 Age ・depending 　Pulse　Wave 　Velocity　Index 〔PWVI ）grouped　by 吐he　habit

　　　　 of 　phys 孟ca 丘exercise

　　　　　　△ 　　Present1 アInactive ＆ Inactive 　in　You 重h （A ）

　　　　　　▲ 　　Presently　Inactive＆ Active　in　Youth 　 （B）

　　　　　　O 　　Presently 　Active ＆ Active 　hl　Yout 」　　（C ）

　　　　　　●　　Prcscntly　Active ＆ Inactive　i皿 Youth 　 （D ）

Mean ±SD

＊ ；p〈 0．05AvsG

＃ ：p〈 0．05AvsD

♀ ：p＜ 0．05BvsC
※ ：pく 0．05BvsD
十 ：p〈 0．05CvsD
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Figure　2．　 Correlation 　between 　 age 　 and 　Pulse

Wa 冊 　 Velocity 　 Index 　 （PWVI ）

grouped 　by　thc　prese皿t　habit　of

physical　exercise

た 。

一方，現非活動群 申で も若年期 に お け る 運動 歴

の 有無 に よ る 差 は認め ら れ ず，若年期活動群 の 大動

脈脈波指数は著年期非活動群と 同様 の 速い 値 を示 し

た （Figure　3 〕。なお，現活動 群 σ）大動脈脈波速 度

指数 と して年齢補 正 しな い 偵 を用 い て も同様の 結朱

が得 られた。

】v ．考 　察

　本研 究で は，30歳以 上 の 健常男性 の 大動脈脈波速

度を測定 し，大動脈壁 の 柔軟性 に及 ぼす運動 の 効果

を，運 動 の 開始時期 と継続期 間 に 関連 させ て 検討 し

た 。

　大動脈脈波速度 は，大動脈壁 の 弾性 を よ く反 映 し，

弾性 に 富 む 大動脈 で は 大 動脈脈波速度 が 遅 い
。 大 動

脈中膜 の 弾性線維 の 変性 や カ ル ウ シ ム 沈着 に 基 づ く

エ ラ ス チ ン の 減少
lv ）

に よ り弾性が 失 わ れ た 大動 脈

で は，速 い 値を示す
m9 ’

。 また，大動脈脈波速度は

加齢 とともに 速 くな る
Lt
　
l

こ ともよ く知 られ て い る。

本研究 にお い て も，現活動群 と現非活動群 をそれぞ

れ若年期活動群 お よ び若年期非活動群 に 分け，4 群

問で大 動脈 脈波 速度指数 を年代 別 に比較 した と こ

ろ，各群 と も年代が ヒが る に つ れ て 大動脈脈波速度

指数 が速 くな る傾向が見 られた 。 年齢 と大動脈脈波

速度指数 の 相関関係を検討 した とこ ろ，現非活動群

は有意 な止相 関関係 を示 したが ， 現活動群 に お い て

は 正相関 関係 をホ し た もの の 有意差 が認 め られな

か っ た L．こ の こ と は，大動脈脈波速度指 数が 加齢 と

ともに増加する
2〕

とい う従来の 報告が，本研究 の 現

非活動群 で は 致 す る もの の
， 現活動群 に お い て は

一
致 しな い こ とを示 して い る、、す なわ ち，現活動群

で は 40代 以 降 に お い て も大動 脈脈波速度 の 迷 い 値を

示すもの が極め て 少な く，未だ そ の 多 くが大動脈の

柔 軟性 を十分保持 して い る こ と を 示 す と考え ら れ

る 。

　 また，現在強度 の 高 い 走行 トレ
・一

ニ ン グを続 けて

い る 現活動群 中で は ，若年期の 運動習慣 の イ1
．
無 に よ

る差 は 認 め ら れ ず，若年期に 運動 して い な くて も，

現 非活動群 の 2 群 よ りもそ れ ぞ れ 右意 に 遅 い 値 を示

しだ ， すな わ ち，若年期以 降に 開始し た 運動習慣で

も効 果が 得 られ る 「り
’
能性 が示 唆 された ，一

方，現非

活動群 中 に お い て も，若年期 の 運動習慣 の 有無に よ

る差は認め られず，若年期 に運動 して い て も，現非

活動群は 現活動群の 2 群に比 べ て 右意に速い 」〈動脈

脈波速度 を示 した 。 す なわ ち，若年期 の 運動習慣 で

効果 が 得 られ た と して も，そ の 効 呆 は永続 せ ず ，連

動 を中断 すれ ば 効 果が消失 する 口∫能性 が考 え られ

た 、，

　長谷川 ら
L
’）

の 示 して い る 成績 の ヒ ト年代別 大 動脈

脈波速度分布 を参照す る と，10代 前半か ら20代後半

にか けて ， 大動脈脈波速度増加 の 著 しい 時期が ある

こ とが示さ れ て い る、、こ の こ とは，比較的若 い 年代

に お い て 遁L管 の 硬 度 が 加齢 に よ っ て 増 大 す る こ と を

示 し て い る。我 々 の こ れ まで の 検討
［2丿廟

に よる と，

20歳前後 の 大学 生 に お い て，中学校卒業後体育 の 授

業以外に定期 的な運動 を彳亅
．
な っ て い な い 非活動群 の

大動脈脈波速度指数は ，陸上競技部で長距離を專門

として い る 活動群 の 大動脈脈波速度 指数 に比 べ て 有

意に速い 値を示し た。こ の 活動群 の 学生 は 過去平均

10年間 の 運動 を 継続 して い た
12．1／1・／、，一

方，池 上 ら
fi　1’

は 中学時代か ら 5 年 間運動部 に 所属 した 高校 生 の 大

動脈脈波 速 度 を 同 年代の 非活動群 と比 較 し た が ，明

らかな差 が認 め ら れ なか っ た と して い る 。
こ れ ら の
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Figure 　3．（】omparison 　of 　age 　adjusted 　Pulse　Wave 　Velocity　Indcx （PWVI ）grouped
　　　　 by　the　habit　of 　physical 　exercig ．　e

　　　　匚：］　Present 】y　Inactive＆ Inactive　in　Youth 　（A）

　　　　 難難　Presently 　Inactive ＆ Active　in　Youth 　（B）

　　　　顧 　Presentty　Active ＆ Active 　i皿 Youth 　　（C ）

　　　　灘 P ・ esently 　Acti・ e ＆ lna・tiv・ in　Y ・ uth （D ）

　 　 　 　 Mean ±SD

　　　　
＊

：pく0．05

こ と か ら，若年期 に お け る 運 動習慣 は そ の 継続が 5

年程度 で は 明 らか に な ら ない に し て も，中学 か ら 大

学 ま で の 10年 間 程度継続す れ ば，こ の 時期 に も進行

す る 大動脈硬度の 増大 を抑制する効果を持つ 可能性

が示唆 される。本研究 の 現活動群 および現非活動群

にお け る若年期 活動群 は，そ れぞ れ IO．0± 2．6年

（Mcan ± SD ）お よび 8．O ± 2．8年 （Mean ± SD ＞ の

運動 歴 を有 して い た 。 した が っ て，今回我 々 が 対 象

に した若年期活動群 は，20歳代 に は 動脈 の 柔軟性 を

十分 に 保 っ て い た と み な し て よ い も の と 思 わ れ る

が，若年期以降 に 運動習慣 を継続 しなか っ た現非活

動群で は そ の 効果が 消失 し て い る こ とが示唆 され

た。

　ラ ッ ト を用 い て 運 動 の 効 果に つ い て 検 詞 した報

告
翻 田 吻 で は

， 動脈 壁 中膜 の エ ラ ス チ ン へ の カ ル

シ ウ ム 沈着が急速 に 進行す る
η

生後 6 ヶ 月 まで に行

な っ た 運動 が 大 動脈柔軟性 の 増 大 な い し保 持 に 効果

的 で あ り，増加速度 が緩 や か に なる成熟期 や 老齢期

に行 な っ た 運動 で は あ ま り効果 が み ら れ な か っ た 。

一
方， ヒ トの 大動脈 で は，内膜 の ア テ ロ

ー
ム 性病変

は
，
30代 まで は 比 較的軽度 で あ り，

40代 以 降 に 増 量
，

11！　iAす る こ とが知 られ て い る
19）。．．．一

方 で ，動脈壁

中膜に お け る カ ル シ ウ ム の 含有量 は O歳か ら90歳ま

で 次第に増加 し，こ と に増加 の 著 しい 時期が 10代 か

ら40代 まで ，お よ び 60代以 降 に 認 め られ る
3♪

、，こ の

成績は，明らかな ア テ ロ
・．一

ム 斑 は 除かれた組織 の 石

灰沈着を 示 した もの で あ り，主 と して 中膜に 生 じた

石灰化が平滑筋や 弾性線 維 の 変 性 と 密接 に 関連 し

て ，弾力性 の 消失に 関係 する 卩∫能性 を示 して い る 。

したが っ て ，もし， ヒ トに お い て も大動脈 の 柔軟性

に 及ぼす運 動の効果が主 と し て 動脈 壁へ の カ ル シ ウ

ム 沈着 の 抑 制 に よ っ て 得 ら れ る もの で あれ ば，エ ラ

ス チ ン の カ ル シ ウ ム 沈着は 成 人期 以 降 に も著 しい の

で ，中高年期に始め た 運動習慣で も有意の効果 が得

ら れ る と い う本研究 の 成績 を説明す る こ とが
．
ロ∫能 で

ある と考え ら れ る 。
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　Paffcnbergerら
15〕は

，
ハ ーバ ード大 学 の 卒某生 を

対象に，身体汗動 とラ イフ ス タ イル の 改 占 が寿命に

及 ぼす影殫 を倹
．
・］
．
して い る。そ の 結果，目 常生 活 に

お け る運動 白 慣 （4．5Mets 以 D の 導 入と寿命 の 関

係 を見た場合，学生 目寸 代に迂動習慣がなか っ た者 で

も，卒業後運動を習慣的 に行な っ い る者に は
， 羊生

時代 お よび 卒業後 も冒慣的 に 運動を行な っ て い る 者

同様 に 迂命効果 が 認 め られ て い る。一
方 ， 与 生 時代

に習慣 的な運動 を行 な っ て い た者で も，卒裳後習慣

的な運動を行な っ て い な い 場合 に は，学 生 時代 も卒

業後 も連動習椴 の ない 者 と 同様 に延命効果は 認めら

れ て い な い
。 さ ら に，4．5Mets 以上 σ）運動 Lf 慣 の 開

始時期 と寿命 との ［昊1係 を年代別 に示した結果に よる

と，若い 年代に 開 始す る ほ ど寿命 に 及 ぼ す効朱 は 大

きい こ とは 明 らか で あ る が，中高年期に 運 動 illj慣を

開始 して も延命効 果が得 られ る こ と が 示 さ れ て い

る 。 Paffenberger ら
15 〕

の 研 无の 中 に は 連動 の 継続期

問の 記載が不明 で あるが，中高午から運動 H 慣を冂

始 して も効 果が 得 ら れ る と い う点に お い て ，本研究

の 成績 と同様 の 結 果で あ っ た、，こ れ らの こ と から，

加齢 に 伴 う大動脈 中腺硬化病変を ア防する た め の 運

動効果を持瓶する に は，運動 を継骭す る こ と が重要

で あ 1）　，運動 の 継続な し に，得ら k た効果 の 持統性

は 期待で きない 可能忖が示 唆 され た 。

V ．結　論

　運 動習慣の 開始時期お よび継続期間が 人動脈 の 柔

転 陸 に 及 ぼ す影響 を明 ら か に す る た め ，30歳 以 ヒの

健常男性 を対象に，現在および若年期 の 運動習慣 の

有無 に よ っ て 4 群間 に 分類 して ，大動脈脈波速度指

数を 比較 した 。 大動脈脈波速度指数 は，若年期 の 運

動習慣 の 有無 に 関係な く，現在運動習慣を継続 し て

い る 者 で は，現在運動習慣 を持たな い 者 に 比べ て 有

意 に 遅 い 値 を示 した。また ，若年期に強度 の 高 い 運

動習慣を保持 して い た者で も若年期以降 に 運動 Il 慣

を継続 して い なけれ ば，そ の大動脈脈波速度指数 は

現 在連 動
．
自 慣を持 つ 者 に 比べ て イf意 に 速 い 値 を示 す

こ と が明 らか に な っ た ，， した が っ て ，加齢に伴う大

動脈 中 膜硬化病 麦に 及 ぼ す運動 の 効果 は，若年期 に

お け る運動習慣 の 有無 に 関わ らず，中高年以降に開

始 した運動習慣 で も効 未が得 られ る こ と，お よ び そ

の 効果 を持翫す る た め に は 運動召慣を継紕す る こ と

が重要 で あ り，それ な しに は 彳1 られ た効果の持続凵

を期待で きな い ロj
．
能性 が 示唆 さ れ た。
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